
ハマシギについて
普通種を普通種のままに

細谷 淳



自己紹介

• 細谷 淳（ほそや じゅん）

• 宮城県仙台市出身

• 宮城県鳥の海で2005年からシギ・チドリ類の標識調査を行う

• 仕事はIT屋
• サーバー管理
• クラウド管理
• システム開発
• Web制作
• 得意です！ください！



ハマシギ Calidris alpina

宮城県亘理町

• ムクドリくらいの大きさのシギ・チドリ類の仲間



シギ・チドリ類とは

• 主に湿地帯に生息

• 足の長さ、嘴の形状が特に多様

• 北極圏とオーストラリア間の長距離渡りをするものも

写真は一つを除いて全て宮城県



ハマシギの分布域

• 寒帯～亜寒帯で繁殖

• 温帯で越冬

• 赤道を超えない Author: Donkey shot (Christof Bobzin)
https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Calidris_alpina_migrations.png



春から〜夏

• 上面赤っぽい

• 腹が黒い

宮城県亘理町



秋〜冬

• グレー

• 下面は白い

宮城県亘理町



開けた水辺が好き

• 干潟に多い

宮城県亘理町



大きな群れを作る

佐賀県



日本にいるシギ・チのほとんどがハマシギ

• 夏～初秋以外、10月~5月までの8ヶ月間は日本で圧倒
的に一番多い

• グラフは上位５種の年ごとの数1~2月、4~5月、8~9月

グラフは環境省モニタリングサイト 1000 プロジェクトによる
（SIG02.zip、http://www.biodic.go.jp/moni1000/findings/data/index.html）をもとに作成
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ハマシギの亜種

• 亜種とは… 同一種であるが、分布域の異なる複数の集団が何ら
かの外部形態形質でお互いに区別できる時、亜種として区別す
ることがある

• 保全を考える上で重要

• シギ・チドリ類で最大の10亜種もいる！

• 形態のほか、繁殖地、中継地、越冬地、換羽のタイミングなど
生態が違う



10亜種に分けられる事が多い

• Calidris alpina

• 9亜種のときはcentralisを認
めない事が多いみたい
(Clementsなど)

ssp nomenclator

C. a. alpina (Linnaeus, 1758)

C. a. sakhalina (Vieillot, 1816)

C. a. schinzii
(Brehm, CL & 
Schilling, 1822)

C. a. pacifica (Coues, 1861)

C. a. arctica (Schiøler, 1922)

C. a. centralis (Buturlin, 1932)

C. a. arcticola (Todd, 1953)

C. a. hudsonia (Todd, 1953)

C. a. kistchinski Tomkovich, 1986

C. a. actites
Nechaev & 
Tomkovich, 1988



日本に渡来する亜種

• 5亜種が考えられてい
る

• C. a. arcticola

• C. a. sakhalina

• C. a. kistchinski

• C. a. actites

Gates et al. 2013



ハマシギの減少 2000年代以降

• ハマシギも2000年以降も減少して
いる

守屋年史 2018 バードリサーチ水鳥通信より



北米ではC. a. arcticola(だけ)が減ってる

• 北米で繁殖する3亜種
中、東アジアで越冬する
arcticolaのみ成鳥の生存
率が低い(Weiser et al. 
2020)

• またarcticolaは東アジア
でも東寄り、主に日本で
越冬すると考えられてい
る(Lagassé et al. 2022)

Weiser, Emily L., Richard B. Lanctot, Stephen C. Brown, H. River Gates, Joël Bêty, 
Megan L. Boldenow, Rodney W. Brook, et al. 2020. “Annual Adult Survival Drives 
Trends in Arctic-Breeding Shorebirds but Knowledge Gaps in Other Vital Rates 
Remain.” The Condor 122 (3): duaa026.



現在の課題

•なぜ減っているのか？ を調べるために

• 日本のハマシギはどこから来ているのか？
• 繁殖地、中継地がまだよくわかっていない

• 日本での生存率は？

• 日本での干潟の質は？



日本で現在行っている調査

• DNAによる亜種の推定

• 標識調査

• 生存率推定

• データロガーによる情報収集

• 糞のメタバーコーディングによる餌生物の推定



DNAによる亜種の推定



山階鳥類研究所2020~2024

• 齋藤武馬さんら

• mtDNA D-loop, Cytb領域、核
DNA(MIG-seq)

環境省請負事業 令和2年度シギ・チドリ類追跡業務報告書 令和
3年3月公益財団法人山階鳥類研究所



山階鳥類研究所2020~2024

• やはりarcticolaがおお
い

• sakhalina/kischinskiは
判別できなかった

• actitesは日本に少ない
かも

環境省請負事業 令和4年度シギ・チドリ類追跡業務報告書 令和5年3月公益財団
法人山階鳥類研究所



標識調査



鳥類標識調査

• 環境省の事業

• かすみ網などで捕獲

• 一意の番号がついた金属リングを装着

• 移動の追跡、寿命にとどまらず、繁殖
成功率、雌雄差など沢山のデータを取
得・蓄積している

http://www.yamashina.or.jp/hp/ashiwa/ashiwa_index.html



カラーマーキング

• レッグフラッグ

• 色の組み合わせで放鳥場所がわかる

• 番号を刻印することで個体識別も可
能

• 再捕獲なし、観察だけで記録可能

• 見つけないといけない

この個体は2016/8/27に標識放鳥し、
2016/10/20に2,500km離れたサイパンで撮影された。



フラッグ付きシギ・チドリ類探してください！

• そして教えてください！



Lagassé et al. 2020

• 1960-2017のバンディング（リン
グ、フラッグ）データをまとめた

• 日本では主にC. a. arcticolaが越
冬

• 黄海、東シナ海、南シナ海ではC. 
a. arcticola, C. a. actites, C. a. 
sakhalina が越冬することを示し
た

• また越冬地への固執性が高い
(83%以上)事を示した

• 例数は少ないようだがC. a. 
sakhalinaとC. a. actitesが日本を
通過しているように見える図だ。



鳥の海のハマシギの回収例



固執性について

2008/9/19 秋

Nakdong Estuary, Republic of Korea
2012/4/8,
2012/10/14,
2013 1/12, 3/10, 4/13
2014 11/23,
2015 4/5, 10/25, 11/29

2016 4/14 三番瀬

2016 10/16 石狩浜

Nakdong Estuary, Republic of Korea

2017/3/26

2008/9/19鳥の海 新放鳥 U/J

2012/4/8Nakdong Estuary, Republic of Korea

2012/10/14Nakdong Estuary, Republic of Korea

2013/1/12Nakdong Estuary, Republic of Korea

2013/3/10Nakdong Estuary, Republic of Korea

2013/4/13Nakdong Estuary, Republic of Korea

2014/11/23Nakdong Estuary, Republic of Korea

2015/4/5Nakdong Estuary, Republic of Korea

2015/10/25Nakdong Estuary, Republic of Korea

2015/11/29Nakdong Estuary, Republic of Korea

2016/4/14千葉県船橋市潮見町ふなばし三番瀬海浜公園

2016/10/16石狩市石狩浜

2017/3/26Nakdong Estuary, Republic of Korea

• Lagassé et al. 2020では越冬地への場所の固執性を示している
が、鳥の海フラッグでこういう例があった。

山階鳥類研究所鳥類標識許可データ利用
許可番号: 山階保全第4-112号



Lagassé et al. 2022

• 2010~2019、4亜種84羽にジオロケータを
装着

• 春の北帰のC. a. kistchinskiが南西諸島と
北海道に、秋の南下の際にC. a. sakhalina
がやはり南西諸島と北海道で記録された
ように見える

Lagassé, Benjamin J., Richard B. Lanctot, Stephen Brown, Alexei G. Dondua, Steve Kendall, Christopher J. Latty, Joseph R. 
Liebezeit, et al. 2022. “Migratory Network Reveals Unique Spatial-Temporal Migration Dynamics of Dunlin Subspecies along 
the East Asian-Australasian Flyway.” PloS One 17 (8): e0270957.



Lagassé et al. 2022 タイミング

• 秋の渡りのタイミングが亜種
で違う

• Region15 サハリン北部

• Region10 朝鮮半島

• C. a. kistchinskiが早い

• C. a. arcticola遅い

Lagassé, Benjamin J., Richard B. Lanctot, Stephen Brown, Alexei G. Dondua, Steve Kendall, Christopher J. Latty, Joseph R. 
Liebezeit, et al. 2022. “Migratory Network Reveals Unique Spatial-Temporal Migration Dynamics of Dunlin Subspecies along 
the East Asian-Australasian Flyway.” PloS One 17 (8): e0270957.



生存率調査



生存率調査

• 日本で越冬するハマシギの多くがarcticola (Lagassé et al. 
2022)

• arcticola北米大陸北極圏で繁殖するハマシギ3亜種の中で、唯
一東アジアで越冬し、成鳥の生存率が低く、中継地か越冬地に
減少の原因があると考えられています(Weiser et al. 2017)

• 越冬地である日本で個体識別ができるレッグフラッグを装着
し、その後精力的に観察を行い生存率を推定



生存率調査・捕獲調査

• 今シーズンから開始

• 10月～12月に鳥の海、三番瀬、大授搦で捕獲を試み、29羽のハ
マシギにフラッグを装着

• １月～ 観察調査を継続中

捕獲数

鳥の海 8羽

三番瀬 6 羽

大授搦 15 羽

調査日数

鳥の海 9 日

三番瀬 2 日

大授搦 2 日



データロガーによる情報収集



データロガーによる追跡

• Druid社製 GNSSロガー
を装着

• 1.6 g (体重の3~4%程
度)

• 位置情報、加速度計

• 今シーズンから開始



採餌場所への固執性

• 採餌の多くは鳥の海
内の干潟で行われ採
餌場所の固執性が高
いことがわかった

• 個体ごとに採餌場所
の固執性も高いこと
もわかった



ハイタイドルーストと行動範囲

• 対象的にハイタイド
ルースとは既知の港
内や潟湖東の砂浜だ
けでなく広い範囲に
あり、放鳥場所から
北に4 km以上、南に
10 km以上離れたと
ころも利用していた。



新しく知られたハイタイドルースト

• 海上にも測位地点が落ち
ており、のり筏などの浮
遊物の上をハイタイド
ルーストとして利用して
いるようだ



新しく知られたハイタイドルースト

• 潟湖北東側にある高台の
上の草地もハイタイド
ルーストとして利用して
いた。



チュウシャクシギのロギングもします！

•今日2/28まで

• ご支援のほどよろ
しくお願いいたし
ます！



食性



何を食べているのか

• 無脊椎動物昆虫、貝類、甲殻類、多毛類などを食べる

• 他に魚類や植物の種子、バイオフィルム

• （BWP、清棲、Kuwae et al. 2012, Hobson et al. 2022）

Kuwae, T., Miyoshi, E., Hosokawa, S., Ichimi, K., Hosoya, J., Amano, T., 

Moriya, T., Kondoh, M., Ydenberg, R.C. and Elner, R.W., 2012. Variable 

and complex food web structures revealed by exploring missing trophic 
links between birds and biofilm. Ecology Letters, 15(4), pp.347-356.

しかしまだまだよくわかっていない



糞のメタバーコーディング

• 標識調査の際捕獲したハマシギをプラスチックケース内でしば
らく保持

• 糞をしたらエタノールで固定

• DNAメタバーコーディングで何を食べているかを調査



期待する情報

• ハマシギの重要な餌資源を特定

• ３調査地点で餌資源の比較し、違いをみる

• 過去～現在の底生生物の調査と比較し、重要な餌資源が減って
いないか調べる

• 量はわからない

• 底生生物の調査との比較はかなり難しい

•まだまだ課題は多い



ハマシギ保護の必要性



そもそも保護は必要？ハマシギの役割

• 干潟ではシギ・チがもっとも採餌行動している
(桑江 2003)

• 干潟生態系では鳥類による窒素の系外移出が全
系外移出の約28%という試算もある（中野ほか
2007）

• もっとも数が多いハマシギが干潟を中心とした
生息地の生態系の重要な役割を担っているとい
えそう

朝比呂桑江, 尚男河合, 正廣赤石, and 良永山口. 
2003. “三河湾の造成干潟および自然干潟に飛来
する鳥類群集の観測とシギ・チドリ類が果たす
役割.” 海岸工学論文集 50: 1256–60.



干潟の質問題 モニタリングの指標として

• アサリの漁獲量との
比較

• 全国のアサリの漁獲
量とシギ・チドリ類
の比較

• 長期では秋期、2000
年以降は両期で相関
が見られる

モニタリングサイト 1000 シギ・チドリ類調査
2004-2017 年度とりまとめ報告書
環境省自然環境局生物多様性センター



干潟の機能

• シギ・チドリ類の生息地だけでなく

• 水質浄化

• 沿岸の魚介類の生産量に大きく影響与える

• アサリ、ノリを始めもう日本の干潟は日本人の胃袋を
支えられないのでは？

藻場・干潟等の現状と問題点等 平成20年 水産庁

保全と共に、干潟の質もモニタリングしたい



ハマシギ保護の可能性



High-tide roosting site

• 満潮時の休む場所の確保が大事

• 大潮で潮間帯上部が水没しても使える

• 満潮時の追加の餌場になるように

• 干潟から植生の無いエリアへ徐々に変
化するよう出来るのが理想

Coastal high-tide shorebird habitat management guidelines 
EAAP 2021
https://www.eaaflyway.net/coastal-high-tide-shorebird-habitat-
management-guidelines/



人工干潟の可能性

• Kuwae et al.(2021)は特に
バイオフィルムを食べる
小型のシギ・チドリ類に
効果が期待できるとした

Kuwae, T., Elner, R. W., Amano, T., & Drever, M. C. (2021). Seven ecological and technical 
attributes for biofilm-based recovery of shorebird populations in intertidal flat ecosystems. 
Ecological Solutions and Evidence, 2, e12114. https://doi.org/10.1002/2688-8319.12114



エコトーンの再生

• 生態学において、陸域
と水域、森林と草原な
ど、異なる環境が連続
的に推移して接してい
る場所。一般に、生物
の多様性が高いことで
知られる。移行帯。推
移帯。

Copyright (C) 2005 pearson prentice hall inc



まとめ

• ハマシギは美しい・かわいい

• 減少しているが原因がわかってい
ない

• 普通種を普通種のままにすること
が我々の経済の持続的な発展に不
可欠

• →現状維持だけではダメ！

環境の保全・創出が必要

調査研究も進めてまいります！


